
「未来デザインワークショップ」

成果報告会

【中央公民館エリア】

令和２年12月19日 会津若松市



１． 取組の経過と目的
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● 現在、市では、公共施設マネジメントの取組として、

将来のまちづくりを見据えた、施設の有効活用や再編

を進めるための計画として、

「公共施設再編プラン」の策定を進めています。

● この「公共施設再編プラン」の策定にあたり、

昨年度から地区ごとに地域の現状や課題、

目指したい将来像、実現に向けてできる取組 などに

ついて、地域の方と一緒に考えてきました。



（参考）
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● 「公共施設マネジメント」とは

・市が所有又は管理する全ての公共施設等を、総合

的かつ計画的に整備し、管理、有効活用すること

（要するに）

○ 施設等を安全に長く使う

○ 施設等を誰もが使いやすい状態に保つ

○ 施設等を100％利用する（サービス向上）

限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
実
施

詳しくは別紙資料を
ご覧ください



（参考） 「公共施設再編プラン」の概要
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● 「公共施設再編プラン」とは、建物系公共施設(ハコモノ）

について、次世代に過度な負担を残さないよう、

用途（サービス）別 及び地域別に、

10～20年後を見据え、将来の行政サービスの維持に向け

サービスの組み換えや多機能化、管理運営の方法の見直し、

総量の適正化といった取組の考え方や検討の進め方、

年次計画などを示す、まちづくりの実施計画です。

⇒５年程度で見直しを行いながら長期的に取組を推進
（ゴールは20年後！）



１． 取組の経過と目的
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● 検討の様子

多くの方が参加できるよう、希望者を募り、ワークショップ

形式で意見やアイディアをまとめました。



１． 取組の経過と目的
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● 本日は、その成果を振り返りながら、

地域活動の中心的な役割を担う皆様と一緒に、

ワークショップにおける意見やアイディアの

実現のために、必要となる取組や解決すべき課題

などを、より具体的に掘り下げていきます。

その結果を「公共施設再編プラン」に取り入れ、

今後の、「地域づくり」や「地域の施設活用」

といった具体的な取組に活かしていきます。

検討の成果は、

他の部署とも

共有します
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● 「公共施設再編プラン」により各地域で進めていく取組の例

すでに取組が行われている地区では次のような取組を進めています。

（既存の施設の使い方を見直し、地域の活動や活性化の取組へ活用）

例１：支所の会議室で公民館活動を実施（北会津地区） 例２：公共施設（基幹集落センター）で地域の案内所を運営（湊地区）

１. 取組の経過と目的



２． 成果報告会の進め方
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時間 プログラム 内容

１
13:30-13:40
(10分)

開会・趣旨説明 ・取組の目的や経過、進め方の説明

２
13:40-14:00
(20分)

未来デザイン
ワークショップ成果報告
【中央公民館エリア】

・昨年度の各地区の意見やアイディアを
共有

３
14:00-15:20
(80分)

意見交換

・地区（グループ）ごとに、
未来デザインワークショップの成果を
踏まえながら、今後の取組の課題や
活動のアイディアを検討

４
15:20-15:30
(10分)

事務連絡・閉会
・各課からお知らせ
・閉会あいさつ



３．成果報告会の進行
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● 本日の会を有意義な内容とするために、会議の運営や

コーディネートの専門家に進行やまとめをお願いします。

※東京からオンラインで参加いただきます。

ケンブリッジ・テクノロジー・パート
ナーズでコンサルタントを経て、現在
Code for Japanに勤めながら２つの会社
を経営。内閣官房オープンデータ伝道師
に任命。総務省の地域情報化アドバイ
ザーで全国の自治体に研修を行う。

一社）シビックテックラボ 理事。
グラフィックレコーダーとして、2018
年度総務省のデータアカデミー事業や
内閣官房の国土強靭化ワークショップ
のメイングラフィッカーを務める。

一般社団法人

Code for Japan

市川 博之 様

一般社団法人

シビックテックラボ

市川 希美 様



３．成果報告会の進行
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● さらに、各グループには研修を受講した市民ファシリテータ

皆様の検討のお手伝いをします。


